
Title 近世艶書文芸の研究——女子教育との関わりを中心に
——

Author(s) 岡部, 祐佳

Citation 大阪大学, 2022, 博士論文

Version Type

URL https://hdl.handle.net/11094/87778

rights

Note

やむを得ない事由があると学位審査研究科が承認した
ため、全文に代えてその内容の要約を公開していま
す。全文のご利用をご希望の場合は、<a
href="https://www.library.osaka-
u.ac.jp/thesis/#closed">大阪大学の博士論文につい
て</a>をご参照ください。

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



 

                                      

       

           

 
 

 
 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 
  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

様式７  

論文 審 査の 結果 の 要旨 及び 担 当者  

氏  名  （ 岡 部  祐 佳 ）  

論文審査担当者 

 （職） 氏        名 

主 査 

副 査 

副 査 

大阪大学 教授 

大阪大学 教授 

大阪大学 教授 

飯倉 洋一 

滝川 幸司 

岡島 昭浩 

論文審査の結果の要旨 

 

 

 

以下、本文別紙 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                            様式７別紙  

 

論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨 

 

 

論文題目： 近世艶書文芸の研究 ——女子教育との関わりを中心に—— 

 

 学位申請者 岡 部 祐 佳 

 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授 飯 倉 洋 一  

  副査 大阪大学教授 滝 川 幸 司 

  副査 大阪大学教授 岡 島 昭 浩 

 

 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、女子教育との関わりという視点から、近世の艶書文芸について論じたものである。序章では、近世に

おける書簡文化の重要性を指摘し、書簡体小説が流行した時代背景から艶書文芸を研究する意義に及び、それを

女子教育との関わりで論じる視点の有効性について述べる。つづく論考は、全体を二部構成とし、第一部「近世中

期艶書小説に関する研究」には、享保から宝暦にかけて刊行された艶書小説に関する論考を集め、第二部「瀬川采

女説話に関する研究」には、小瀬甫庵『太閤記』にみえる艶書説話に関する論考を集めている。 

第一部第一章では、享保期艶書小説に見える散らし書きが、庶民女性への手習い浸透とそれに伴う女筆手本ブ

ームの影響を受けたものであることを指摘する。とくに浮世草子『当流雲のかけはし』について、作品内容と照ら

し合わせつつ、作中の散らし書き書簡が「やさしき女筆」の手本として提示されていることを明らかにしている。

第二章では『当流雲のかけはし』中の和歌の出典やその利用態度を分析することで、本書の古典教養書としての側

面とやつしとしての側面を指摘している。第三章では、『当流雲のかけはし』の教訓性と娯楽性について論じてい

る。本書の巻一と巻二以下に内容的な分裂があるとされてきたが、それは仏教から儒教へという価値観の変遷を

示すものであることを指摘し、腰元の人物造型に着目することで、従来指摘されていない本書の娯楽性について

検討している。第四章では、宝暦期に刊行された『新薄雪物語』の改作『新にしき木物語』の内容を分析するとと

もに、同時期に刊行された艶書小説『時勢花の枝折』と比較することで、宝暦期に艶書小説が辿った通俗化・庶民

化という道筋を明らかにしている。さらに付章において、享保期艶書小説の『源氏物語』利用の態度について論じ

ている。 

第二部第一章では、文芸作品や往来物、随筆・軍書などの関連作品を博捜し、瀬川采女の妻菊の貞女性に着目し

て、近世における瀬川采女説話の受容と展開を追う。その結果、菊の貞女性が単なる教条主義的なものではなく、

夫への「誠」の愛情として捉えられていたことを明らかにしている。第二章では、瀬川采女説話と松浦佐用姫伝承

が、戦場に赴いた夫を一途に慕う「貞女」という共通項を以て深く結びついてゆく過程と、それに伴う文芸作品に

おける菊イメージの展開を指摘している。第三章では、原典の『太閤記』と往来物化した菊の艶書の内容に違いが

あることを指摘し、往来物系統の本文では、文芸作品などで構築された菊イメージを踏襲しつつ、菊とその艶書を



女性の手本として示すための工夫がなされていることを指摘している。 

終章では、以上の考察を踏まえて、和歌や古典、女筆散らし書き、「誠」という倫理などによって、艶書文芸と

女子教育が深く結びついていることが明らかになったとし、従来の艶書文芸と女子教育とを対蹠的に見る見方を

相対化し、両者を相補的な関係として捉えうるとし、近世の艶書小説、ひいては書簡体小説の再構築を展望してい

る。 

 

【論文審査の結果の要旨】 

 本論文の独創的な点は、浮世草子研究や説話系譜論というアプローチではなく、書簡体小説研究という展望の

中で、艶書小説を対象とし、女子教育との関わりの中でとらえることによって、思想史・教育史などとの領域横

断的な研究への可能性を開いたということである。そもそも書簡体小説の通史的構想を有する研究自体1930 年

代の市古貞次「艶書小説の考察」や、1943 年の暉峻康隆『日本の書翰體小説』以来、ほぼ皆無である。しかし、

往来物の研究の進展などによって、書簡文化の見直しが各研究分野で進んでいる現在、本論文の構想は、評価に

値するだろう。その大きな構想の中での第一歩にすぎないが、今後の展開が大いに期待されるところである。 

 第一章では、従来評価が高いとはいえず、先行研究も乏しい浮世草子『当流雲のかけはし』に焦点をあて、作

品中の散らし書きに注目することによって、女子教育との関連を浮かび上がらせ、その文学史的意義を明らかに

した点は重要な研究成果である。掲載歌の出典とその利用態度の丹念な検討によって、本書が上中層町人の女性

たちに求められる和歌的教養を反映していることを明らかにし、従来、分裂とも言われていた巻ごとの落差を、

教訓性と娯楽性の二面を合わせもつテキストであると捉え返すなど、本書の再評価に成功していると言えよう。 

 第二章では、資料として付された「瀬川采女説話関連資料一覧」に見られるように、「瀬川采女説話」を網羅

的に収集したこと自体が高く評価できるが、その素材を丁寧に検討し、松浦佐用姫伝承との交渉や往来物化の様

相を実証的に明らかにした功績は大きい。 

 ただ、「艶書」の定義・範囲があまり明確でない点、第一部と第二部の方法が違い、論文のトータリティとい

う点からいうと断絶が感じられる点、やや申請者の価値判断が不用意に出てしまっている箇所がある点などは、

問題があったと指摘せざるを得ない。 

 とはいえ、「艶書文芸」を女子教育と関わらせて書簡体小説史の端緒として構想し、従来の研究に新たな知見

を多く加え得たことは高く評価することができる。よって、本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認

定する。 

 


